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　前報
1）

に 於い て 粕 ブ ラ ン デ ーか らフ ーゼ ル 油分を分離捕集し，同時に こ れか ら遊離酸 を イ オ ン 交換に よつ て分

取 した．こ れ らの 試 料 に つ い て 先 ず 主 な ア ル コ
ール ，遊 離 酸 ，

エ ス テ ル 等 の 成 分 を予知す る た め Paper　 chroma ・

tography に よる検索を行 つ たの で その 結果を報告す る，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 実　験 　方　法

　 L 試料

　前報D に 記 し た よ うに，フ ーゼ ル 油の 採取 に 当 り油状 に水と分離す る部分 （フ ーゼ ル 油 1　− Fl） と共 に ， そ の

残渣 の 水か ら エ ー
テ ル 抽出に よつ て フ ーゼ ル 油 2 （F2）を 得 た．こ の 両者は 各成分の 量 的比 率 に 於 て は 恐 ら く相当

に 異 り， 従つ て 各成分 に 対す る検 出の 難易は必ず しも 同
一で ない と思われ る の で ．両者を別個 に Paper　 chro 一

皿 atography の 試料 と した，

　 遊離酸の た め の 試料 と し て は フ ーゼ ル 油 か ら イ オ ン 交換に よつ て 分取 した 酸 を 用 い ，ア ル コ ール 及 び エ ス テ ル

に 対す る試料 として は 脱酸後の フ ーゼ ル 油 を 用い た．

　 ll．ア ル コ ール 類の Paper　chromatography

　 A ．ザ ン トゲ ン 酸潔 ）

　試料を少量の 二 硫化炭素及び苛性 カ リ と振 つ て ， ア ル コ ール を こ れと対応するザ ン トゲ ン 酸 カ リに 導き， こ れ

を 2 ％ 苛 性 カ リ水溶液 を飽和せ しめ た n 一プ タ ノ
ール で 展開す る．濾紙 は 東洋 No ・52

，
42cm 　x 　2．5− 4．Ocm （以下

の 実験 に共 通 ），室温 に 於 て 上昇法 で 行つ た．発色 は GROTE 試薬
3）に よ り，黄色 の ス ポ ツ トと し て 検出 され る

が，この 時 2 ％ 窒化ナ トリウ ム を重 ね て 噴霧す る と ス ポ ツ トの 黄色は そ の ままに 地色を紫色に 呈色せ し め る の で

鮮明 な Chromatogram が 得 られ る．

　 B ．酸化法

　 ザ ン トゲ ン 酸法 は ア ミル まで の 低級 ア ル コ
ール の 分離に 適す る．ヘ キ シ ル 以上 の 高級 ア ル コ

ール を検出す るf

め に 次 の 方法 を試 み た．試料を20倍量 の 20％苛性 ソ ーダ と共に 還 流冷却器 を 附 して 油浴上 で煮沸 ， 鹸化し，次い

で 蒸溜して ア ル コ ール を溜出せ し め る．溜 液 を 10％硫酸を含む IO％重 ク ロ ム 酸 カ リと共 に 還流冷却器 を附して 数

時間煮 沸，酸化 して ア ル コ ール か ら酸 を 生成せ しめ る．生成酸は エ ーテ ル で 抽出し ， 遊 離酸 と して 後述 の 万 法 で

展開する．但し酸化に よ つ て 対応す る酸 とな るの は第 1級 ア ル コ ール の み で あつ て ，
2 級 ，

3 級 の ア ル コ ール は

炭素数 の 少い 酸 を生ず る．従つ て酸に 於 け る結果を直ち に ア ル コ ール に あ て は め る こ とは 出来な い が，もし カ プ

ロ ン 酸以上 の 高級酸が検出 さ れ た 場合に は ， 何等 か の ヘ キ シ ル 以 上 の 高 級 ア ル コ
ール の 存 在 を 示 す こ とに な る．

　 巴．遊離酸 の Paper　chromatography

　A 　BROWN 及 び HALL の 方法
4
・
5）

　溶媒 と して n一ブ タ ノ ール ： エ タ ノ ール ： 3N ア ン モ ニ ア 水 （4 ： 1 ： 5 ） の 混 合上 層 を 用 い ，上 昇 法 で 展 開 し

た．発色 は0．04％ の B．T．B．に よつ た，　 Co 以下 の 低級酸 の 分離 に 適す る．な お 原法で は酸 の Na 塩を供試して い

るが ，本 実 験で は イ オ ン 交換 に よ つ て Na を 除 き，ア ン モ ニ ア 水で 中和 し t　 NH4 塩 を供 試 し tc．　 NH4 塩 は カ チ

オ ン の ス ポ ツ ト を生じない こ とに 利点があ る．

　B ．逆相法
6）

　酸 の NH4 塩 を供試 し，固定 相 とし て 自動車用 揮 発 油 の 沸 点 130〜160℃ の 溜分 を 用 い ，移 動 相 と して メ タ ノ ー

ル ： 前記 溜分 （4 ； 1 ） の 混 液 を 用 い て 下 降法で 展開した．C
エ2 以 上 の 高級酸の 分離 に適す る．発色はO．04％
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　 IV．エ ス テ ル の 検索法

　 エ ス テ ル を構成す る酸成分 に つ い て 次 の 方法を併用 して 分離確認 を試 み た．

　 A ．ヒ ドラ ジ ツ ド法
7）

　ヒ ド ラジ ン ヒ ドラ
ートとの 加熱に よ りエ ス テ ル を そ の 構 成酸 の ヒ ド ラ ジ ッ ドに 誘導 ， 供試す る．展開溶媒は イ

ソ ア ミル ア ル コ ール ： ル チ ヂ ン ：水 （10 ： 2 ： 1）を用い
， 上昇法で展開した．発色は 10％ ア ン モ ニ ア 性硝酸銀

を飽和せ しめ た n 一ブ タ ノ ール を 噴霧 し乾燥器中で 軽 く加熱す る．

　 B ． ヒ ド ロ キ サ 厶 酸法8）

　 ヒ ド ロ キ シ ル ア ミ ン との 反応 に よ り ヒ ドロ キ サ ム 酸 を 生 成せ し め て 供試 す る．n 一プ タ ノ ール ： ベ ン ゼ ン （1 ；

1） を溶 媒 と して 上 昇 法 で 展開 し ， 発色は 10％塩 化第二 鉄 エ タ ノ ール 溶液 を用 い た．

　 C ．鹸化法

　試料は脱酸 して あ る た め，こ れ を そ の ま ま供試 し て も酸 の ス ポ ッ トは検出 され な い ．従つ て 試料を鹸化した後

に見出 され る酸は エ ス テ ル より生成 した もの と考え られ る．試料を20倍量 の 20％苛性 ソ ーダ と共 に 還流冷却器を

附 して 数時間煮沸鹸化 し，蒸 溜して ア ル コ
ール を 駆出し ， 残渣を硫酸酸性 で エ ーテ ル 抽 出し，抽出物を ア ン モ ニ

ア で 中和 し て 供試す る．方法 は前項の 遊 離酸に 準ず る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実験結果及 び 考察

　 1．ア ル コ
ー

ル

　ブ ラ ン デー （乃至 ブ ド ウ酒）中の ア ル コ ール 類 に つ い て は ， 古 く Om ）ONNEAUg ）
，
　MomNl 。）以 来若干の報告が

あ り，
メ チ ル ，

エ チ ル の 他に プ 卩 ピ ル
， ブ チ ル

，
ア ミル の 各 ア ル コ ール が最 も通常の 成分 と して知られて い る．

本報の ザ ン トゲ ン 酸澤 ）
の 結果に 於 て も第 1表 に 示す通 り，標品 と の 並 行展 開，混 合展開 に よ りエ チ ル ， プ ・ ピ

ル ，プ チ ル ，ア ミ ル の 各 ア ル コ
ール が確認 され て 居 り，至 つ て 当 然 の 結果 とい え る．メ チ ル は低沸点部 に 集つ て

フ ーゼ ル 油中に は 見出 されない ．エ チ ル は分溜 に よ つ て 分離 し きれ ずに 残 存 し た もの 及 び エ チ ル エ ス テ ル の 分解

に よつ て 生 じた もの と思われ る．また プ ロ ピル 以 上 の 高 級 ア ル コ
ール は 漱種 の 異性体を持 つ の で そ の 分別 が 問題

で あ る．最近 の 報告
11）で は プ ロ ピ ル に つ い て は ノ ル マ ル （1−propanol ），ブ チ ル に つ い て は ノル マ ル （1−butanel），

イ ソ （2−methyM −propanol） の 他に sec 一ブ チ ル （2−butanol）， ア ミル に つ い て は ノ ル マ ル （1−pentanol）， イ ソ

（3−methyl −1−butanol） 及 び 活 性 ア ミル （2−methyl −1−butano「）力鰕 告され て い るが ，
イ ソ プ ロ ピ ル の 有無はなお

明確で な くn 呷ts）
， ま た ブ チ ル の異性体 に っ い て ， 少量 の イ ソ に 対し特異的に 大量 の ノ ル マ ル の存在を報告 し た

例が あり9・le）
， その 当否が問題 と され て い る， こ れ らの 異性体 の

分 離 検 出 に つ い て は Paper　chromatography で は 満足な結果は

得 る こ とが 出来なか つ た。こ の 点 に 関 し て は後報に ゆ ず りた い ．

　 ヘ キ シ ル 以上の 高級 ア ル コ ール に つ い て は MORINIo ）は ヘ キ シ

ル ，ヘ プ チ ル を ，
TROSTL7 ）は イ ソ ヘ キ シ ル

，
ヘ プ チ ル を ，

　WEBB

等
11）は n一ヘ キ シ ル を，また HENNIG 等18・19）は ブ ラ ン デ ーで は な

い が ブ ド ウ 酒 の ペ ン タ ン 抽 出 物 を加水分解 し て n一ヘ プ チ ル
，

s  
一

ノ ニ ル を推定 して い る。本報に於け る酸化法 の 結果 は ，
バ レ リ ア

ン 酸以下 の 酸は当然検出され て い るが ， こ れと共 に Fl，　 F2 とも

微量な が ら カ プ ロ ン 酸 に 相 当 す る ス ポ ツ トが 得られ た．C7 以上

の 酸 は検 出 され な か つ た．酸 に 於 け る結果を直ちに ア ル コ ール に

第 1表 ザ ン トゲ ン 酸法
2）

に よ る フー

　 　 　 　 ゼ ル 油 ア ル コ P・ル の Rf

StandardDetected
FI 　　 　 F2

EthylPropylButylAmyl0．230

．340

．“

O．64

0．210

．330

．430

．64

0．060

．220
．340

．440

．64

当て は め る こ とは 出来な い が，少 くとも何等かの C6以 上 の ア ル コ ール の 存在が こ れ か ら推 定 され る．特 に 第 1級
ア ル コ ール の 範囲 内 で は カ プ ロ ン 酸は 直 ちに ヘ キ シ ル ア ル コ ール を意味するもの で あ り，従来 の 報告例 と考え あ

わせ て ヘ キ シ ル ア ル コ ール の 存在 の 可能性が強 い の で は な い か と思われ る。

　また ザ ン トゲ ン 酸法に よ るF2 の Rf 　O．06の ス ポ ツ トは 恐 ら くグ リコ ール の 存在を示す もの で は な い か と思 われ ，

2
，
3−butyleneglycol の 標品 を用 い て 類似 Rf の ス ポ ッ トを得る こ とが 出来 る．

　 1．遊離酸

　BROWN ・Hluz ．法
4
・
b）で 展開 した 結果 は 第 2 表 に 示す通 りで ， 蟻酸及び醋酸，プ ロ ピ オ ン 酸，酪酸， バ レ リア
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ン 酸， カ プ ロ ン 酸 ， 及 び C7 以上の 高級酸 を 示す ス ポ ツ トが得

られ た，蟻 酸 と醋酸 とは 重 複 した ス ポ ッ トを 与 え て 明確に は分

離 し な い が ， い ず れ も既 に ブ ラ ン デ ーの 最も通常の 成分として

知 られ て居 り， また エ ス テ ル として 共 に検出 され て い る点か ら

考えて ， い ずれ も存在す る もの と考 え て よい と思 わ れ る．酪酸

以 上 の 高級酸に つ い て は異性体 の 分別が 問題 とな る．BROWN4 ）

は Paper　chromatography に より60時間の 展開を 行つ て ノル

マ ル 及び イ ソ の 酪酸及び バ レ リア ン 酸を分離して い るが ， 本実

験に於て は満足すべ き分離定性は得 られ なか つ た の で この 点は

後報に ゆず りたい 。

　C7以上の 酸 は BROWN ・H 肌 法
4・b）で は分離出来 な かつ た の

で こ の 点 を逆相法
6）

で 検討した 結果，殆 ん ど全部の 酸が Glo 以

（295）

第 2 表 BROWN ・HALL 法
d・e）に よ る

　　　　フ ーゼ ル 油遊 離酸の Rf

StandardDetcctcd
FlI ・・

Form三CAcet

三cPropionic

ButyricValericCaproic

＞G7

0．200

．200

．330
．430

．550

．660

．77

202000

0。420
．560

．670

．77

0．200

．200
．320

．420

．550
．670

．75

下 とし て Rf 　O．76−・．O ．84 の 間 に 集中 し た．従つ て C 了 以上 の 酸 と して 見出 されたもの は Cr 毛 10 の 間に ある もの

と思われ る．C7〜C コo の 間に つ い て は逆相法で も分離出来ず，他 の 方法が必要で ある．逆相法で はわずか に ラ ゥ

リ ン 酸 （Rf 　O・67）及 び パ ル ミチ ン 酸 （Rf 　O ・54）に 相当す る ス ポ ツ トが 得 られ たが ，ス ポ ッ ト自身の 明確 さ もま

た分離度も良好 で は な く， 確認 とい うに は 難が あ る．

　 こ こに 検 出された酸の 中で ，
ス ポ ッ トの 大きさ， 呈色度等か ら推定 した と こ ろで は醋酸 （及 び 蟻酸） が最も多

量 で，酪酸，カ プ ロ ン 酸 ，
C7〜Cloの 酸が こ れに 次 ぎ， プ ロ ピオ ン 酸が 最 も少 い ．

　 置． エ ス テ ル

　
エ ス テ ル の 定性は こ れを酸成分 とア ル コ ール 成分 とに分け て 行 うの が通常 で ある．従 つ て エ ス テ ル と遊離 ア ル

コ
ー

ル ． 或 い は エ ス テ ル と」・ス テ ル との 混合物 につ い て ，
2種以上 の 酸，ア ル コ ール が 検 出 され た 場合 は その 組

合せ の 判定が困難で あ る．故 に 個 々 の エ ス テ ル を 正 し く確 認 す るた め に は こ れ を単離す る こ とが必要 で あつ て，

本実験の よ うに フ ーゼ ル 油 そ の ま ま を試料とす る Paper　chromatography で は完全 な エ ス テ ル の 定性 は望 み 難

い ．従つ て こ こ で は主 として エ ス テ ル を構成す る酸成分 の み に 限定せ ざる を得 なか つ た．但 し エ タ ノ ール よ りも

低沸点の ヱ ス テ ル は フ ーゼ ル 油 の 分離後 に 生成 しな い 限 り含 ま れ る筈の な い こ と，ま た フ ーゼ ル 油の 分離操作申

に 試料の 保存及び 反復蒸溜に よつ て エ ス テ ル の 生 成或い は分解が 起 つ て い る可能性 の あ る こ とは考慮 の必要があ

ろ う．

　結果は第 3 表に 示 し た 通 りで あつ て ，Flか らは 蟻 酸，醋酸の他に 著量 の カ プ ロ ン 酸 以 上 の 高級酸が見出され ，

F2に は一般に 僅か で は あるが蟻酸よりバ レ リア ン 酸に至 る酸が見出 されたが ， こ の 中 プ ロ ピ オ ン 酸に つ いて は や

や疑問 が あ る．まt　F1 に 於け る鹸化法 の 試料を 逆相法
e）

て 検討す る とラ ウ リン 酸， パ ル ミチ ン 酸相当の ス ポ ツ ト

を得るが ， 分離度悪 く，ま た ス ポ ツ ト自体明確 さを欠い た．

　WEBB 等11）の報告 した エ ス テ ル は酸成分 として 酪酸，カ プ ロ ン 酸， カ プ リル 酸， カ プ リン 酸， ラ ウ リン 酸，

第 3 表　フ ーゼ ル 油中 の エ ス テ ル 構成酸 の Rf

FormicAccticPropionic

ButyricValcricCaproic

＞ C7

Hydrazides 1 Hydroxamates

Standard

　 O．09

　 0．16
　 0．35

　 0．54
　 0．73

　 0。790
．85〜0．92

Detected

F1 F2

0，090

．16

0．790
。91

0．100

．呈6

O．550
．71

Standard

0．150
．25

0．66

0 ．85〜0．92
0．85・−0．92

Detected

FIi ・・

0．100
．25

0．82〜0．94
0．e2−−O．94

0。100

．25

0．68

Free　Acids

Standard

0．200

．200

．3SO
．430

．550

．660

．77

Detected

F1 F2

0．200
，20

O．660

．77

0．180

、180
．330

．430

．55
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（謝 ） （村木）　ブ ラン デ
ーめ香味成分に つ い て 　（第 2 報〉

ミ リス チ ン 酸 ，
パ ル ミチ ン 酸 を含んで い るが，量的に は カ プ リル 酸 ， カ プ リン 酸が最 も多かつ た よ うで あ る．本

実験に 於 て もFlの カ プ ロ ン 酸及びC7以上 の 酸が最も著明の ス ポ ツ トを与えた．まt カ プ ロ ン 酸，ヵ プ リル 醜 カ

プ リン 酸等 の エ チ ル エ ス テ ル は ブ ラ ン デ ーに 比較 的 類似 し た 香を持 つ もの として 知 られ て居 り， 官能的な面か ら

もこ れ らの エ ス テ ル の 存在 は予 想 され る とこ ろ で あ る．

　こ こ に 見出 され た エ ス テ ル が ， もしフ ーゼ ル 油の 保存中に 生成され た もの で な く， 最初 か ら ブ ラン デー中に 存

在 し た もの とすれ ば ， 当然 エ タ ノ ール よ りも高沸点 で なければな らず，従つ て 蟻酸，醋酸に つ い て は 恐 らくブ チ

ル 以上の 高級 ア ル コ ・一ル との エ ス テ ル で あ る こ とが考え られ る．

　次に 鹸化法 の 試料調製に 当 り， 試料の 鹸化後に 蒸溜駆出した ア ル コ ール 区分は ， 当然遊離の ア ル コ ール とエ ス

テ ル の ア ル コ ール との 混 合物で あ るが ，

一
応 こ れ につ い て ザ ン トゲ ン 酸法

Z）で 検討 した．その 結果メ チ ル よ りア

ミ ル に 至 る各 ア ル コ ール が見出 され た が ， こ の 中 メ チ ル ア ル コ ール は遊離 と し て は検出 され な い もの で あ るか ら，
当然 エ ス テル の 鹸化 に より生成 した もの で あ り， しか も沸点 か ら考え て フ ーぜ ル 油 中に 含まれ るた め に は ， 恐 ら

く酪酸以上 の 高級酸 との エ ス テ ル で なければ な らな い と思 わ れ る．

　 IV．粕ブ ラ ン デーと本格 ブ ラ ン デ
ー

との 比較

　以上の 実験結果は粕 ブ ラ ン デ ーを試料 と して 得 られ た もの で あ るが ， 粕 ブ ラ ン デ ー
の 香味は ブ ドウ酒を原料と

する本格 ブ ラ ン デ ーとは 大分異 り，特異の 粕奧を持つ もの で ある．そ こ で
一

応本格 ブ ラ ン デーに つ い て 同様の 方

法 に より， その フ ーゼ ル 油成分の 検出比較 を 試み た．

　試料 とし て 用 い た 本格 ブ ラ ン デ ーは 昭 和26及 び 27年度に 本研究所に於て試醸し た もの で ， 原料 ブ ドウ果は 甲州

穏 酒母 はOC −2，原 酒の 仕込 に は 亜 硫酸を用い ず ， 蒸溜は銅製300熔 ポ ツ トス チ ル で 2回蒸溜 を行つ た．常法に

よ る一般分析値は次 の 如 くで あ る．

　　　　使用 量　　　　　　 3・ll．　　　　 エ ス テ ル （醋酸 エ チ ル と して ）　　　　　 L305911

　　　　ア ル コ ール 　　　　 53・3vol％　　　　ア ル デ ヒ ド （ア セ ト ア ル デ ヒ ドと し て ）　 0．262 〃

　　　　酸 （醋酸 として ）　　 0．597g！1　　　 フ
ーゼ ル 油　　　　　　　　　　　　　　2．CO　tl

　試料 の 処理 は 粕 ブ ラ ン デ ー
の 場合と全 く同様 に，分溜に よつ て 本格 ブ ラ ン デ

ー
の 快香 を持っ フ ーゼ ル 油計5gを

分離捕集 し ，
こ れ か らイ オ ン 交換 に よつ て遊離酸 を 分取し ， こ れ らを供試料 と し て ア ル コ ール i 遊 離酸 ，

エ ス テ

ル に 関す る検索 を試 み た．

　結果 と して 得 られ る Chromatogram は 粕 ブ ラ ン デーの 場合と大体類似 して居り， 定性的 に は全 く相違は認 め

られ な い．但 しス ポ ッ トの 大 き さや或い は 呈 色度等か ら推定 した量的関係につ い て は 多少 の 相違が あ る．例 え ば，
ア ル コ

ー
ル に つ い て は本格ブ ラ ン デーは比較的 顕著 な プ ロ ピ ル の ス ポ ツ トを与 え，遊 離 酸 に つ い て は 粕 ブ ラ ン デ

ー
に 於て は 酪酸，カ プ ロ ン 酸が特に 著明で ある． エ ス テ ル は醋酸以外は一般に 粕 ブ ラ ン デ ー

の 方が多い よ うに 思

われ ， 特 に カ プ ロ ン 酸が著し い ．しか し こ の ような成分 の 量的比率 は 個 々 の ブ ラ ン デ
ー

の 性格に よつ て も多少変

動す るべ きもの で あ り，こ こ に 得 られ た結果を直ちに 粕ブ ラ ン デ ーと本格 ブ ラ ン デ ーの 差 と考え る こ とは 出来 な

い ，むし ろ Paper　chromatography に 検出 され る 通常成分 に 関す る限 り，両者は類似 し て い る と考 え た方が適

当で あろ う．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 総 　　　　　括

　〔1｝ 粕 ブ ラ ン デ ーフ ーぜ ル 油中の ア ル コ ール
， 遊離酸 ， 及 び エ ス テ ル に つ い て Paper　chromatography 　Oこよる

予備的検索を行 い ， 次 の 結果 を得 た．

　 ア ル コ
ー

ル ： エ チ ル ，プ ロ ピ ル ，ブ チ ル
，

ア ミル の 各 ア ル ゴ ール ．メ チ ル は 低沸点部に 集積 して フ ーゼ ル 油中

に は 見出 され な い ．高級 ア ル コ ール 異性体 の 十分な 分離 は 困難 で あ つ た．

　遊離酸 ： 蟻酸，醋酸，プ ロ ピ オ ン 酸，酪酸，パ レ リア ン 酸，カ プ ロ ン 酸 ， 及び 不確実 な もの と して ラ ウ リン 酸，
パ ル ミチ ン 酸．ま た C7〜Cloの 間 の 酸 が 見出 さ れ た が分離定性出来な か つ た．高級酸 の 異性体 の 分離 も満足す べ

き結果 が得 られ な か つ た．

　
エ ス テ ル ：酸成分 と し て蟻 酸 ， 醋酸 ， 酪酸，バ レ リア ン 酸，カ プ ロ ン 酸 ，

C7−−Cle の 間の 酸，及 び 不確実 な も

の とし て プ ロ ピ オ ン 酸，ラ ウ リン 酸 ，パ ル ミ チ ン 酸，ア ル コ ール 成分は遊離の ア ル コ
ール と分別困難 で あるが ，

遊 離で 見 出 され な い メ チ ル が検出 され た の で こ れは 明 らか に エ ス テ ル 構成分と認 め られ る、
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　  　同万法に よつ て 本格 ブ ラ ン デ ーに 対す る検索を行い ，2 ，3 の 成分の 量的相違 を除 い て は 粕 ブ ラ ン デ ーと

の 聞 に 殆 ん ど差 を 認 め な か つ た．

　終 りに 終始 御 指 導 御 鞭 撻 を戴い た 国 税 庁 醸 造 試 験 所 長 山 田 正一先 生 ，東 大 坂 口 謹一郎 ， 朝 井 勇 宜 両 先 生，本 研

究 所長 六 所 文 三 先 生，副 所 長 多 田靖 次 先 生 に 厚 く御礼 申 上 げ る と共に 本研 究費 の
一・

部 を 太 平醸 造株式会社に 仰 い

だ こ と を 記 し て 謝 意 を表 し ま す．
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わ さ び の 利 用 に 関 す る 研 究 （第 7 報 ）

わ さび ペ ノン オ キ シ ダ ーゼ の 吸収 ス ペ ク ト ノレ に つ い て

ノ亅、 島 操　　（静 岡 薬 科 大 学）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 緒 　　　　　言

　 ペ ル オ キ シ ダーゼ の 単離精製 に つ い て は ，
WiLLSTATTER ＆ STOLLI ），　THEORELL2 ），　KEILIN ＆ HARTREE9 ）

，

JERMYN ＆ THoMAs ‘）氏等が Horseradish の 根茎 か ら行 い ，　 KENToN ＆ MANN5 ）
氏 は比較的簡単な 方 法で 結晶

化 に 成功して い る．我国で は 山崎氏6）は蕪か ら，森田氏 7）は 大根か ら， 前記 KENTON ＆ MANN の 方法 を適用 し

て 夫 々 結晶化し，種 々 の 研究を行つ て い る，之等 の 報告に よれば ， 吸収 ス ペ ク トル ， 電気泳動等か ら見 て，少 く

と も 2種 の 異つ た ペ ル オ キ シ ダ ーゼ が 存 在 して い る，

　 わ さび の ペ ル オ キ シ ダ ーゼ の 多種性 に つ い て の 報告は 未だ見当 らな い 故，著者 は わ さび よ りペ ル オ キ シ ダーゼ

の 単離精製を こ こ ろ み ， 吸収す ペ ク トル に よ り多種性 を検討 した 結果 1 種の 衡 レオ キ シ ダーゼ を得た の で報告す

る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 翼　験 　 の 　部

　〔1〕　わ さび ペ ル オ キ シ ダーゼ の単離 精製

　森田氏 の BrQad 　Bean　Peroxidase の 単離精製法
8）に 準拠 し て次 の 如 く行つ た，

　 試 料
・・…・静 岡県 伊豆 産 わ さ び 根茎 を水洗 し た 後 ， 卸 し金 で す り卸 し た もの

　単離精製法……前記 森 田氏 の 報文を 参照 し て Fig．1 の 如 く行つ た．

　実験方 法……
精製 の 各段階 の もの に つ い て ，前報

9） と同様，近 藤，森田の 方法に 準 じ て，ベ ル オ キ シ ダ ーゼ カ

を 比 色 定 量 し ， 全 液 の 酵素 量 をG ・U ・に て 表わ し た ．こ の 場合反応液 に 用 い る緩衝液 は MCILVAINE 　pH 　5．0を用

い た．

　吸収 ス ペ ク トル は 島津製 Model　DU 　BECKMAN 　Spectrophotometerに よ り，　 lcm 　Silica　cell を 用い て，紫

外部近 紫外部及び 可 視部 の そ れ を測定 し た．

　（iP　精製ペ ル オ キ シ ダーゼ漢の 吸収ス ペ ク トル

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


